
カスケード同化手法の開発

⽔災害に対する観測・分析・予測技術の開発及び導⼊等
国⼟技術政策総合研究所 ⽔循環研究室・⽔害研究室・⼟砂災害研究室
局地的豪⾬や集中豪⾬による⽔災害・⼟砂災害から⼈命・資産を守るための監視・予測情報として、⾬量

情報等を浸⽔予測、河川⽔位予測、⼟砂災害予測情報に翻訳し、ICTを活⽤してリアルタイムかつ居場所に応
じた情報提供を実現するための予測技術及びシステムの開発を⾏っています。開発した技術の普及や構築し
た予測システムの社会実装により、リアルタイムで提供される⽔災害・⼟砂災害情報が、こうした災害によ
る被害の回避・軽減に効果を発揮することを⽬指しています。

河川⽔位予測の⾼度化

同時多発的な⼟砂災害の発⽣予測

現在

6時間前までに先手の避難判断予測は3時間前

場の特定

■：集中豪雨の可能性高（6時間前）
■：現行基準超過（2時間前）
■：土砂災害の発生確度高

確実な避難

6時間前までに先手の備え、避難判断予測は2時間前

現在

・6時間先までの河川⽔位を従来より⾼精度に予測する実⽤的な河川⽔位予測
システムのプロトタイプを作成。

河川事務所におけるシステム活⽤イ
メージ
（例）上下流縦断的に予測した河川
⽔位と堤防⾼の⽐較による氾濫の危
険箇所や切迫度の把握、CCTV画像に
よる危険箇所の状況確認など、様々
な情報を組み合わせて洪⽔の状況を
把握

・時空間分解能が異なる気象データに応じて段階的に同時多発的な⼟砂災害
の発⽣を予測する技術を開発し、⼟砂災害危険度評価システムのプロトタ
イプを作成。

流出計算 ⼟研分布モデル(250mメッシュ)

河道計算 ⼀次元不定流モデル
実測調整 粒⼦フィルタ

（多地点⽔位データ同化）

河道計算区間

流出計算範囲

データ同化に用いた水位観測所

1地点の観測⽔位データを粒⼦フィルタ
により同化すると、同化地点は精度改
善されるが、⾮同化地点で精度が低下
する場合がある。

1地点の観測⽔位データを粒⼦フィルタ
により同化すると、同化地点は精度改
善されるが、⾮同化地点で精度が低下
する場合がある。

⽔位観測所毎に上流から順次データ同
化（カスケード同化）する⼿法を開発
し導⼊したことにより、河川区間⼀連
の精度向上が図られた。

⽔位観測所毎に上流から順次データ同
化（カスケード同化）する⼿法を開発
し導⼊したことにより、河川区間⼀連
の精度向上が図られた。

研究開発のねらい

研究開発のねらい

集中豪⾬⽣起ポテンシャル
（2014年8⽉20⽇00時）
LFM/GPV 9時間先予測値

① 6時間前までに
集中豪⾬の発⽣場を評価

② 2時間前〜
災害履歴で決定し
ている現⾏基準

＋
既往最⼤に近い降⾬
履歴を⽤いた⾼確度に
⼟砂災害が発⽣する場
の特定

2014年8月広島市
の土砂災害事例

【凡例】
土石流
がけ崩れ
現行基準超過

RBFN出力値
履歴順位1～2位

【凡例】
土石流
がけ崩れ
現行基準超過

RBFN出力値
履歴順位1～2位

③リアルタイムに
甚⼤な災害をもたらす恐れがある線状降⽔帯を抽出

前3時間降⽔量
（2014年8⽉20⽇04時）

低← ポテンシャル→⾼

評価に⽤いる環境ﾊﾟﾗﾒｰﾀと配点
・K指数（KI） ：1点
・ｼｮﾜﾙﾀｰ安定指数（SSI） ：1点
・可降⽔量（PW） ：1点
・ｽﾄｰﾑに相対的なﾍﾘｼﾃｨ（SREH） ：5点
・下層の⽔蒸気ﾌﾗｯｸｽの収束量（CFLX） ：5点

01:15 ⼟砂災害警戒情報発表
危険な線状降⽔帯
(ﾊﾞｯｸﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ現象が
発⽣し停滞性のもの)
線状降⽔帯

⼟砂災害多発地域

XバンドMPレーダの3次元観測値を⽤いたリアルタイム判定例

※線状降⽔帯は楕円
の軸⽐2.7以上を抽出

河川⽔位予測モデルの開発

迅速な浸⽔予測情報の提供

30分～1時間前から先手の浸水対策

現在

予測無し

・１時間先の浸⽔を、10分以内で予測・配信できる浸⽔予測システムのプロ
トタイプを作成。

・河川⽔位・浸⽔深（予測）の閾値超過時にアラートメールを配信する機能
を作成。

研究開発のねらい

②メールを受けて、
システムを確認！

①1時間後の
浸⽔情報を受信！

○○○○

③1時間後の浸⽔状況を確
認！

③1時間後の
浸⽔状況を
確認！

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

1999年6⽉福岡⽔害（九州地⽅整備局提供）

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

2015年9⽉⻤怒川の氾濫（関東地⽅整備局提供）

2014年8⽉広島市の⼟砂災害（国⼟地理院提供）

上流域
（計算済み）

土研分布モデルの
計算範囲

一次元不定流の
計算範囲

上流域の
計算流量

土研分布モデルの
計算流入量

※XRAINデータは国⼟交通省より、解析⾬量、⼟壌⾬量指数、LFM/GPVは気象庁より提供頂いた


